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〈特集@第51自研究大会グループ研究発表〉 017.7 

〈機関リホ。ジトリ><大学園書館〉

日本における学術機関リポジトリの発展過程と現状

土出郁子9 呑海沙織(大学図書館研究グループ)
Developmental process and present situation of institutional repositories in Japan.， by TSUCHIDE Ikuko and DONKAI Saori. 

しはじめに

日本では， 2002年に試行が始めら

CURATO誌を皮切りに，大学園書館において機関

リポジトワの設置が推進されている O 本稿では，日

本における学術機関リポジトリの発展の経緯および

実態を明らかすることを自的とする O はじめに，学

術機関リポジトリの定義 背景および仕組みを概観

し，日本における学術機関リポジトリの発展の経緯，

る成果物の範囲もさまざまである O

学術機関リポジトリの定義としては，クロウ

(Raym Crow)やリンチ(CliffordA. Lynch)の定

義がしばしば参黙される O クロウは，学術機関リポ

ジトリを「ある機関の教員，研究職員，学生により

創造された知的生産物のディジタル・アーカイブで，

その機関内外のエンドユーザにアクセス可能で障壁

があるとしても最低限;)なものであると定義し，

その情報内容として， 1)機関で範囲限定され， 2) 

現状をまとめ，その位寵づけについて考察を行った。 学術的で， 3)累積的かつ永続的で，オープンで棺

なお，“InstitutionalRepository"に対応、する日

本語としては I機関リポジト 1)J I機関レポジトリ」

などがあるが，本稿では学術機関において運用

されているJ という側面を明確にするために，

術機関リポジト 1)J をイ吏用する O

2.学術機関リポジトリとは

2. 1 学術機関リポジトリの定義

学術機関リポジトリ (InstitutionalRepository) 

とは I学街機関で生産される研究・教育に関する

成果物を蓄積・保存し，永続的に無料で一般に公開

するもの」をいう o 2000年代に発展してきた学術コ

ミュニケーションに関わる取り組みである O リポジ

ト1)(repository) とは，本来，保存場所・

知識などの宝庫，の意味をもっO 学術機関で生産さ

れるデジタル成果物の保存場所であると考えること

ができるが，エンドユーザ、のアクセス障壁を低減す

ること，基本的に学術機関で維持管理されることに

その特徴をもっO 学術機関リポジトリに関しては，

いくつかの定義が存在し，リポジトリの対象とされ

っちで いくこ 大阪大学附属国書館

どんかい さおり 筑波大学大学院国書館情報メディア研究科
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]f運用可能なもの，としている O 一方でリンチは，

リポジトリを「大学とその構成員が創造し

たデジタル資料の管理や発信を行うために大学が

そのコミュニティの構成員に提供する一連のサービ

ス;)であると定義している。また尾城は機関リ

ポジトリは，大学等の学術機関内で生産された，さ

まざまな学術情報を収集，蓄積，配信することを目

的とした，インターネット上のサーノ守であるとし

ている O いずれも，学術機関内で生産された学術情

アクセスを提供するしくみ，あるいはサー

ビスであるという点が共通している O

「研究者自身が情報流通を担うのではなく，研究

者が寓する機関が情報流通を担うべきであり，その

際の実施主体としては国書館が現段暗では最適であ

る;)とされ，大学図書館で運営されているものが多

い。学術機関が情報流通を担うことによって，公的

な運営による安定性・継続性と，当該機関が有する

権威による信頼性を付与することができる O

2‘2 学術機関リポジトリの背景

リポジトリ出現の背景にあるのは，オー

プンアクセス (OpenAccess)である 5)オープンア

クセスとは一次情報を無料で制限なくオンライ
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ンで入手できることJ をいう O 利用する側がその対

価を払うという従来型の購読者支払モデル

(subscriber-pays)からの脱却であり rアクセス

へのi草壁(accessbarriers)を取り捻き，可視仕す

るもの;)である O 商業主義的な学術情報流通から，

本来的な学術コミュニテイの手に学帯情報をとりも

どすための新たな流れである7)

2002年に，オープン・ソサエテイ・インステイ

チュート (Open80ciety Institute: 081)によって

提唱されたブダペスト・オープンアクセス・イニシ

アチブ(BudapestOpen Access Initiative: BOAI) 

では，オープンアクセスを実現するにあたって二つ

の方法が推奨されている O ひとつは，セルフ・アー

カイピングである O セルフ・アーカイピングとは，

論文の執筆者が自らのウェブページや，所罵する機

関のサーバに登録して無料で公開することをいう O

学術機関リポジトリは，この方法に該当する O もう

ひとつは，オープンアクセス・ジャーナルの刊行で

ある O オープンアクセス・ジャーナルとは，従来型

の購読者支払いモデルに代わって「著者支払いモデ

ル(author闇pays)J などを採用することによって，

アクセスの障壁を取り除いた電子ジャーナルである O

Open DOAR(Directory of Open Access Reposi-

tories)8)や ROAR(Registry of Open Access Rか

positories)9)などで，世界の学術機関リポジトリに

関する統計を確認することができる o Open DOAR 

によると， 2010年5月13日現在， 1，313機関によっ

て1，663の学術機関リポジトリが登録されている O

2.3 学術機関リポジトリの仕組み

リポジトリにおいては，学術機関内で生

産された学病情報へのアクセス障壁を取り除き，可

視化することが不可欠である。可視化を最大限に広

げるのは，オープン・アーカイブ・イニシアチブ・

メタデータ・ハーベステイング・プロトコル(Open

Archives Initiative Protocol for Metadata Har-

vesting: OAI-PMH)である o OAI-PMHは r各所

に分散して搭載されたレポジトリから選択的にメタ

データを校集できるプロトコルJO)であり，オープ

ン・アーカイブ・イニシアチブ(OpenArchives In-

i抵抗ive:OAI)が策定したメタデータ収集のための

プロトコルである o OAIは rメタデータ収集を通

じて多様なリポジトリ(電子情報産)聞の相互運用

を促進することを使命とした毘際的な運動Jl)で、ある。

土出，呑海:日本における学術機関1)ポジトリの発展過程と現状

学術機関リポジトリは，一次情報と，その情報の

特性を記述したメタデータとをセットで持ち， OAI 

-PMHに準拠することによって，メタデータの桔

互運用性を確保する O 具体的にはサーどスプロパイ

ダがメタデータのハーベストを行い，データの普及

を引き受ける。 OAI-PMHの実装により，さまざま

な検索サービスから学術情報へのアクセスが可能に

なる。また OAI-PMHはhttp上で動くプロトコル

であり，実装，利用のために特別なアプリケーショ

を必要としない。

学術機関リポジトリでは， OAI-PMH 

標準となっており，準拠したシステムを構築するこ

とが推奨されている 12)ソフトウェアの多くはオープ

ンソースであり，自力で構築することも可能である O

世界的によく使われているものに DSpacel3jや

EPrints
14
)がある O ユーザによるコミュ乙ティが成

立しており，メーリングリストにも活発な投稿があ

るO その他，各出に独自のソフトウェアも存在する O

3. 日本の学術機関1)ポジトリ

3.1 日本における学術機関リポジトリ発展の経緯

E本で最初に設置された学術機関リポジトリは，

千葉大学の CURATORである o 2002年から試行さ

れ， 2003年の『学術情報発信に向

』には千葉大学の取り組

みとして「千葉大学学術情報リポジい)(披材、)Jと，

初めて「リポジト 1)J の名称が現れている 15)

2004年度の国立情報学研究所(NationalInstitute 

of Informatics， tI、下 NII)による「学術機関リポ

ジトリソフトウェア実装実験プロジェクトJ(通称:

NII-IRPプロジェクト)では，毘立6大学が実験

的に学術機関リポジトリのシステムを実装した16)こ

れを受けて，翌2005年度からは「最先端学術情報基

盤(Cyber8cience Infrastructure)整備事業J(以下

の一事業として，学術機関リポジトリ

された了)2005年度に

は19の毘私立大学を指定した委託であったが， 2006 

年度からはさらに 2年間の公募制となり，各機関の

リポジトリ構築支援を行う領域1と，一機

関または複数機関による先端的研究・開発を支援す

る領域2とが設けられた。この委託事業によって国

内の学術機関リポジトリの設置件数は飛躍的に増加

した。領域1の受託機関は2007年度の追加公募を含

めると70機関である O 成果を受けて委託事業は第2
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期 (2008~2009年度)に継続され，領域 1 で74機関

を受けた。吏に第 3 期 (2010~20l2年度)の

も決定されたところである O

7月

会を設置し，その下に学術情報リポジトリと電子

ブックを扱う小委員会「デジタルコンテンツ・プロ

ジェクトJ を設置した。プロジェクトは2006年度に

ま冬了している O

No. 2 Vol. 62 問書館界

めている段暗にあることを指摘している O

図3は，学卒i号機関 1)ポジトワにおけるコンテンツ

したグラフであるが，学術機関リ

ポジトリに登録されている以下コンテンツも増加を

続けている O 特徴としては，コンテンツ種加内訳を

表した図4のように常に紀要論文の割合が高く，

半数以上を占めていることがあげられる O

よって発行される逐次刊行

物で，掲載論文は査読を経ていないものが多い。学

内に稿集委員会が存在するため 既刊分も含めた網

羅的な収集・電子的公開が容易である O なお CSI

2 期 (2008~2009年度)では，学術機関

リポジトリの更なる普及とコンテン

ついて「電子的形態での蓄積・流通が遅れていた」

として，学位論文・公的な助成金による研

・テクニカルレポート・紀要論文が

重点コンテンツに指定された21)従来灰色文献と言わ

れてきた，各学術機関で発行される学術成果物の可

視化をめざしたものであり，機関からの'情報発信強

化を促すものであるといえる O

に多くの学術機関リポジト

3.2 日本の学縮機関リポジトリの実際

3.2.1 学術機関リポジトリの現状

NIIの 'IRDBコンテンツ分析システム?)による

と， 2010年3月現在， 148の学術機関リポジト 1)が

メタデータのハーベストを受けている O 国1は，学

術機関リポジトリの整備数の誰移を表したグラフで

あり，設置機関数はこの数年間増加を続けているこ

とがわかる O 機関種別でみると，函 2

したように，

がわかる 19)

よると，学術機関リポジトリ

数は2008年度をピークにして2009年震には減少して

いる O 機関種別でみると 国立大学では2008年度か

ら減少し，公立・私立大学等では増加した。このこ
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リ構築・運営が実現し，コンテンツ数も増加を続け

ている O この背景には， 3.1で挙げた CSI

という競争的資金に加え，実務者同士のコミュニ

テイ形成に寄与したデジタルリポジトリ連合(Digi-

tal Repository Federation :以下 DRF)22)の存在が

認められる O

DRFは CSI (領域2) リポジトリ

コミュニテイの活性化」によって組織されたいわば

時践的なプロジェクトである O 第 l 期 (2006~2007

リポジトリ運営につい

間で共有し，リポジト

リの持続性を確保すること，またリポジトリ

を通して‘イニシャチブ'的な活動形式のあり

方(コミュニティのモデル)を確立することに主要

な目的を設定した?)と述べている。具体的な活動内

容は，公開メーリングリストの運営， Wikiページ

の講築運営，全国・地域における複数のワーク

ショップの開催， NII学術ポータル担当者研修24)の

企画実施への協力，国際会議の開催運営，国際会議

への参加，関連国際団体との連携等である O 特に重

要なのは，学術機関リポジトリという

る担当者のコミュニティ形成に大きく寄与し

た点である O また CSI委託事業(領域2)の関連す

る様々なプロジェクトと連携し，

1)に関する具体的な課題解決と

かった25)

CSI委託事業第2期は2009年度で終了したが，

土出，呑権:日本における学街接関リポジトリの発展過程と現状

を促す内容が中心となっている O 事例報告は構築に

向けた取り組みが若干なされている O 一方最近では

テーマが多岐に主主る O 実務誼当者に対しては，業務

に係る具体的な研修や分科会での討議といった内容

が盛り込まれ，一方でより発展的な内容，例えば最

新の知見・関際動向研究者によるコミュニケー

ションと情報の流通等についても取り上げられてい

るO

表 1は，イベントの主龍者に着目してイベント数

の推移をまとめたものである。初期には NIIによ

る単独の開催が全てであったが， 2006年度以降は構

築(予定)機関や DRFによるイベントが出現し，

2008年度からは， NII以外によるイベントが多数を

占めている o NIIの次には DRF主催のイベントが

現れるが，単独主鑑から現存団体との共催，

と形態を変え

つつある。

表 1 学箭機関1)ポジトリ関連のイベント数

¥¥  イベント総数 NI!/SPARC Japa司以外の主催

(CSI第1務:機関指定ふ
2004(H16) 4 O 

2005(H17) 2 O 

l CSI第1渇:公募人 2006(H18) 14 7 

2007(H19) 10 6 

2008 (H20) 32 23 
( CSI第2期〉

2009 (ト121) 34 26 

DRF は2010年2丹に改めて新体制で発足した。す このように，

なわち，時限的ではない持続的な運営のための要項 学や大規模私立大学から まったが，最近で

も設置を始めておを定め，改めて学術機関への参加を募った26)発足時 は更に

点、の参加機関は108，2010年5月14日現在では117機

関となっている O

しては，知識や経験の共有，理解

を図るための取り組みが多くなされている。本積末

尾の付表は， 2004年度から2009年度までに開催され

た，学術機関リポジトリに関する

どの集合イベントを一覧にした表で、ある27)イベント

開催数は年々増加している O 特に2008~2009年度は

顕著であり，従来開催されてきた集合イベントの

テーマに学卒好機関リポジトリが叡り上げられる例も

みられる O

イベントのテーマも変容している O 初期には，概

オープンアクセスの理論‘研究者からのメッセー

ン， リポジトリそのものへの理解

り，それに伴い様々なイベントやメーリングリスト

による情報共有など，オフライン・オンラインでの

コミュニケーションの機会が広がっている。メーリ

ングリストの代表的なものに DRFが運営する公開

メーリングリスト28)があり， 2010年5月13B

やり取りされたメールの数は1755通に及ぶ。また，

DRFのWikiページには学術機関リポジトリ

築・運用のための禄々な情報が掲載されている O こ

れらの機会を通じて，学術機関リポジトリが業務と

して浸透しつつあるといえる O

3.2.2 学術機関リポジトリの位置付けと課題

関内の学術機関リポジトリは数年間で順調に成長

しているといってよい。しかしながら，個々の機関

内あるいは図書舘内での位置付けや，学術機関リポ
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ジトリ自体の位置付けについては十分な確立と認識

共有が行われていないという現状がある O

学術機関リポジトリの事例報告については，千葉

はじめ，北海道大学，京都大学など，

が行っている O 尾域ら29)は問題の所在として，シワ

アルズ・クライシスによる学術コミュニケーション

不全からの回復(オープンアクセス)と，大学図書

よる'情報発信の必要性という両面を指摘する。

杉田31)はオープンアクセスの文脈から，

鈴木32) 筑木33)は主に機関内で生産される

の発信手段として，それぞれ学術機関リポジトリを

とらえている O

尾域らの指摘するように，日本における

リポジトリ発展の背景には， 1)オープンアクセス

という学術コミュニケーション不全からの回復，お

よび2)政策としての大学園書館による情報発信の

必要性というふたつの側面をおさえておく必要があ

るだろう O

表2に，主として文部科学省等による学術情報政

，国立情報学研究所の委託事業，国立大学
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図書館協会の関連する動きをまとめた。 2002年の文

部科学省科学技術・学術審議会『学術情報の流通基

盤の充実について(審議のまとめ)j)では

究情報を遅滞なく入手するとともに研究成果を効果

的に発信する体制の整備が不可欠?)で、あると述べら

れ，それを担うものとして大学図書舘と学協会が挙

げられた。大学図書館には「総合的な情報の発信窓

口(ポータル機能)~6) および資料の所蔵情報や大学等
から発信される メタデータの統一的な規格に

よる発信が求められた。 2003年の

向けた大学図書館機能の改善について

は『学術情報の流通基盤の充実について

とめ)j)で指擁された機能に加えて，

「発信する学術情報そのものの充実も

と記されている O その後も， 2006年の

盤の今後の在り方について(報告)j)において，

学からの情報発信力の強化や，大学の社会に対する

説明責任の履行の観点から，またオープンアクセス

への対応、という観点:υミらも，学術機関リポジト 1)
は有用な手法であると述べられている O

表2 学縮機関リポジトリ構築に関連する勤き

文部科学省

2002年 Ii'学術清報の流通基盤の充実につ
(盟14) Iいて(審議のまとめ)~ 

2003年 Ii'学術情報発信に向け
(H15) 

20例年
(H16) 

2005年
(詰17)

圏立情報学研究所(NII) 属立大学臨書館協会

「学術機関リポジトリソフトウェ i学指南報委員会下にデジタルコン
ア実装実験プロジェクトテンツ・プロジェクト設置

関指定

I i'電子図書館機能の高次化に向け
コンテンツ基盤共同llて:学術情報デジタル化時代の大
リポジトリ構築|

|学関書館の新たな役割(デジタル
開始:機|

iコンテンツ・プロジェクト中間報
告書)~

r電子図書館機能の高次イヒに向け

2006年
(盟18)

り方に ICSI 1・|
て 2 学術情報デジタル化時代
の大学図書館の取り組み(デジタ

2007年
(H19) 

2008年
(H20) 

領域2: 

2009年|流通基盤の在り方について(審議 I~学術コミュニケーションの新た
|のまとめに電子ジャーナルの効|な地王子:学術機関リポジトリ構築(H21) 1 ;:，Z:~ ;::~~_~k~~~.þ~J~*xn ~~/1:' V/;~ I 
l率的な整備及び学術情報発信・流l連携支援事業第 1期報告書』
通の推進』
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ルコンテンツ・プロジェクト第2
次中間報告書)~

f電子図書館機能の高次化に向け
て 3 学術矯報デジタル化時代
の大学図書館(デジタルコンテン
ツ・プロジェクト最終報告書)~ 



July 2010 

学術機関リポジトリは，学内で生産される学術的

な一次情報に対し，告らメタデータを付与して外部

に発信するという新たな役割をもたらした。竹内39)

はこのことを大学図書館が「まったく逆の情報の流

れを創り出している」すなわち，従来は資料の購入・

契約によって「大学外で生産された'情報資源を，主

として大学の構成員に対して利用可能にして」きた

大学図書館が r大学内で生産された博報資源を主

として大学外の和用者に対して利用可能lこするJ と

いう役割を担うようになった，と述べている O

倉田40)は r学術コミュニケーション(システム)

の変革」と「大学の社会的，公共的価値の向上j が

「根本的に異なる」ことを指摘し，この両面から学

術機関リポジトリが説明される点において「機関リ

ポジトリをめぐるある種のわかりにくさj が生じて

いると述べているが，これら双方をふまえて日本に

おける学術機関リポジトリを捉えることが重要であ

るO

さらには学術機関リポジトリの登場以前に，学術

i寄報政策文書に基づいた電子図書館フ。ロジ、エクトア

NIIの「メタデータ・データベース

等が先立つて存在し，国立大学医書館を中心に所

蔵する貴重資料の電子化や統一規格による紀要の目

次等のメタデータ配布を行っていた。現在，

学術機関リポジトリの中には 事例報告等でみられ

るように，学内限定公開の教材資料や書誌情報のみ

をメタデータとして所有するも

公開を一部自的とするものなどが含まれている O こ

れらは過去の経緯の延長にあると考えられるが，厳

密な意味で学術機関リポジトリと見なされるかどう

かには異論がある O 電子図書館は，ディジタル・

アーカイブという点において，メタデータ配布は，

共通のフォーマットに従って記述することで広く情

報を流通させる点において，それぞれ学術機関リポ

ジトリと共通しているといえる O しかし，オープン

アクセスの一手段という概念は含まれていない。

一方，実務担当者によって具体的な課題も浮かび

上がっている O 例えばメタデータの設計，ハーベス

トの基準等，個々の学術機関リポジトリで設定可能

な部分とハーベスト時の対正、については漸く明確に
44) 

されてきたところである O 具体的な課題も含め，今

後も引き続き必要であるのは，実務および様々な問

題を共有・検討するための担当者間コミュニティと

考えられる。
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4. さいごに

以上のように， B本における学術機関リポジトリ

の現状を整理し，現段階での課題を述べた。学病機

関リポジトリによる最大のメリットである rWeb

上での学術成果物の可視化」は コンテンツが利用

されることによって初めて成立する O 機関は社会的

説明責任を果たすことができ，研究者や教員は成果

発信ができ，圏書館はコンテンツの更なる蓄積と提

供をすることができる o 2010年3月末現在， IRDB 

での「本文あり」データが約63万件となり，次第に

利用される環境は整ってきた。その一方で，どのよ

うな位置付けから何を発信するかということについ

て，依然暖味な状態であることがわかった。

学術機関リポジトリに関する様々な活動の中で，

主な問題意識は，当初の「いかに構築するかJ とい

う課題から，システムの構築，コンテンツ

て，あるいは一部重なりながら「自らの学術成果物

を流通させることについていかに研究者・教員の共

感を得るか，ツールとしていかにリポジトリという

システムを理解してもらうか」に重点が移っている O

そのために研究者や教員の活動に図書館員が自ら乗

り込んでいき，インタビューやアクセスログ通知な

どを通して，研究者・教員コミュニティで何が行わ

れているかを知るようになってきた。杉田は学術機

関リポジトリ構築の経験を通じて r大学医書館は

“著者としての研究者"の存在に決定的に気づかさ

れJ たと述べている45)

学術機関リポジトリは「著者」すなわち「発信者」

を支援するものでもあり，従来図書館が行ってきた

「情報の利用者」の支援とは異なるベクトルのもと

にある。しかし大学や研究機関ではこの発信者と情

報の利用者とがほぼ重なっている O 学術機関リポジ

トリ業務によって，図書館は研究・教育活動のあら

ゆる側面を支援することが可能になったといえる。

どこまでを学術機関リポジトリの役割に含めるかは

各機関の判断や議論が必要であるが，コンテンツ数

増加の延長にあるのは，自由な学術情報の流通に資

する仕掛けをつくりあげることであろう O それに

よって研究者や教員が学術情報の発信を楽しむよう

になり，機関が学術成果物の発信を自ら行い，社会

への説明責任，成果還元を果たすようになる。この

新たな潮流を更に推し進めていけるか，あるいはリ

ポジトリ業務をルーチンワークのみに落とし込んで
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しまうかが，今後の図書館全体にかかっている O

付表 学縮機関リポジトリ関連のイベント

日 f寸 タイトjレ 主催等

2004-06-14~ 19 NII-IRPワークショップ NII 

2004--09--07 学縮機関1)ポジト 1)構築ソフトウェア実装実験プロジェクト中間報告会 NII 

2004-11-24 ステイ ブン・ハーナッド氏との懇談会 NII 

2005-02-10 学術機関リポジトリ播築ソフトウェア実装実験プロジ、エクト報告会 NII 

2005--06-22 学術機関リポジトリとメタデータに関するワ クショップ NII 

2006-02-15 学指機関リポジト 1)実務担当者ワークショップ NII 

2006-04-19 平成18年度 CSI委託事業公募説明会 NII 

2006--05-16 平成17年度 CSI委託事業報告交流会 NII 

2006-05-22 
機関リポジトリワークショップ「研究成果ショウケースとしての機関 千葉大学的罵詔書館ライブラ
リホ。ジトリ:オランダ“Creamof Science"を中心にJ リ-イノベーション・センター

2006-07-12 平成18年度 CSI委託事業説明会 NII 

2006--07…21 機関1)ポジト 1)構築のためのシステム説明会 NII 

2006-07…26~28 学手J.iポータル担当者研11多 テーマ:機関リポジトワ構築 NII 

2006-08-30~09--o1 l学術ポータル担当者研修 テーマ:機関リポジトリ構築 NII 

2006-11-08 
第2回東海地法 CSI事業報告会「大学における学術機関リポジトリ構 名吉屋大学f，{t農図書館・情
築に向けてj 報連議基盤センター，NII

2006-11-10 XooNlps library module V.1.0成果報告会 襲喜義華大学メディアセンタ}本部

2006-11…17 DRFl ~ 1回)D意E義{Fワ クショップ「機関リポジトリの構築に向け
て:CSI事 とケーススタデイ j

DRF 

2006-12-15 東北大学機関リポジトリシンポジウム 東北大学附罵図書館

2006-12-18， 19 
「デジタル百人の肩の上に立つJ機関リポジト 1)，e-サイエンス，およ

NII 
び学術コミュニケ ション将来に関する国際シンポジウム

2006-12-20 発め信にする平学成者I;f8情年報度コ京ン都テ大ン学ツ図ー書京舘都機大構学公学開術事情業報リポジトワ構築のた 学京{都話器大報学リ冨ポ書ジ館ト楼1)講検，京討都委員大会学

2007…02-08， 09 
DRF2 第2回DRFワークショップ「接関リポジトリをデザインす

DRF 
る:設計とコンテンツ」

2007-06-08 学情術報機学関研究リポ庁 ープンハウス2007 CSIワークショップ「はじめ
V ジトリ」

NII 

12007-07-11 ~ 13 学術ポータル誼当者研修 テーマ:機関リポジトリ構築 NII 

2007…08-22~24 学術ポータル担当者研修 テーマ:機関リポジトリ構築 NII 

2007-09-12 ? 10-05 図書館と NIIの集い(NIILibrary Forum 2007) NII 

2007-11…09 DRF3 第3回DRFワークショップ 日本の機関リポジトリの今2007JDRF 

2007-11-22 DRF幽Okayama DRF 地上或ワークショップ(中国・西国地区) DRF 

2008-01-30， 31 
DRFIC2008 DRF International Conference 2008 Open Access 

DRF 
and Institutional Repository in Asia-Pacific 

2008--02-07 DRF司KanazawaDRF地域ワークショップ(北陸地区) DRF 

2008-02-18 DRF -Sapporo DRF地域ワークショップ(北海道地区) DRF 

2008…03-12 
シンポジウム 大学出版会と大学園書館の連携による「新しい学術情報

大学出版部協会
流通の可能性を探るJ

2008--04-22 S誌PのIAR将e来J」apanセミナー2008第 l間「研究成果発表の手段としての学術 SPARC Japan 

2008--06-12， 13 平成19年度 CSI委託事業報告交流会(コンテンツ系) NII 

2008--06-24 SPARC Japanセミナー2008第2回「学術出版と XML対花、一日本の課題」 SPARC Japan 
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日付 タイトJレ 主催等

2008-07-10 S展P開'ARをe詔J指apしanてセ」 ミナー2008第3回「韓酉コンソーシアム事清一海外 SPARC Japan 

2008-07-10， 11 
図書館・'情報科学に関する国際ラウンドテーブル会議 leサイエンスの
新しい展I#JJ

2008-07-23~25 平成20年度第1由学術ポータル認さ当者研修「機関リポジトリの構築J NII 

2008-08-27 ~ 29 平成20年度第2盟学術ポータル担当者研鯵「機関リポジトリの構築」 NII 

2008-09-02， 03 
RIMS研究集会「紀要の電子化と周辺の話題J(第4回SPARCJapan 京都大学数理解析研究所
セミナー2008) RIMS， SPARC Japan 

2008-10-01 
ドイツ文化センターシンポジウム「学帯情報ネットワーク:日本とド ケ三一テ・インスティトゥート

イツの幸正たなトレンドJ 東京

2008-10-14 SPARC Japanセミナー2008[Open Access Day特別セミナ…F日本に SPARC Japan 
2008-10-21 XooNlps研究会「チュートリアル-XooNlpsの利用法 XooNlps研究会

2008-10ー27 平成20年度静岡県図書館大会:みつめ直そう図書館の現在と未来

2008-10-29， 30 DRF/ShaRe-Hiroshima DRF/ShaRe地域ワークショップ(中国・四園地区) DRF， ShaRe 

2008-11-04， 05 X取00りN組Ipみs研究会XooNlpsを基盤とした新しいリポジトリシステムへの 別府大学

2008-11-27 DRF4 第4田DRFワークショップ「日本の機関リポジトワとそのテーマ DRF 

2008-11-27 SPARC Japanセミナー2008IOpen Access UpdateJ SPARC Japan 

2008-11-27 「デジタルライブラリ のその先に見えるものJ 独立行政法人物質・材
科研究機購(NIMS)

2008-12…01 第8回東海北臨地区 CSI事業報告会「学術機関リポジトリの最前線」 名古慶大学附属図書館

2008-12-03 デジタル靖報保存(DRAMBO主A/DPE等)についての NDL講演会 国立国会図書舘(NDL)

2008…12-04 講演会「機関リポジト 1)の目指すものJ 大坂市立大学

ワム研ー究ク会シ第ョ四ッ分プ科・最会新)機関リポジトリ動向(私立大学キャンパスシステ 私立大学キャンパスシ2008…12-05 
ステム研究会

2008-12-11， 12 DRF/ShaRかYamagataDRF/ShaRe地域ワ クショップ(北海道・東 DRF， ShaRe 
北地区)

2008-12-18 シンポジウム「教育系サブジェクトリポジトリの可能性を求めて:ネッ
東京学芸大学(領域2) 

トワーク時代の教育情報発信を考える」

2009-01-19， 20 DRF幽SenriDRF地域ワークショップ(近畿地区) DRF 

2009-02-06 「沖縄地域学リポジトリJ試験公開記念講演会 琉球大学

2009-02-09， 10 DRF幽OokayamaDRF地域ワークショップ(関東地区) DRF 

2009-02-18 「機関リポジト 1)アウトプット評錨システム」ワークショップ 千葉大学(ROAT)

2009-02-23 OAI-ORE研究会(北海道大学数学連携研究センタ デ、ジタルライブラ
北大数学研

1)ーセミナー)

2009-02-26 遺跡資料リポジトリ・セミナー:遺跡調査報告書電子化の新たな試み! 遺跡資料リポジトリ WG

2009-03-03 デジタルリポジトリ関の128働と統合研究会(北海道大学数学連携研究セ
北大数学研

ンターデジタルライブラリーセミナー)

2009-03-06 NIMS eSciDoc Workshop NIMS 

2009-03-19 第8閤「金沢大学データベースフォーラムJ 金沢大学説:合メディア基盤セ
ンターデータベース萌究会

2009-04-13 Barrel 崩年企画ミニ講演会「機関リポジトリコミュニティの酉捺連
小樽簡科大学的属国書館

携:Barrel世界進出 ?J

2009-04-28 HUSCAP講演会「他人の著作物を含んだ論文等はどこまでネット公開で 北海道大学附属国書館

2009-06-25 SP三段'ARをe用Jいap，anセミナ-2009第l罰「研究者は発信する 多様な'情報 SPARC Japan 
手段 ，社会への拡がりを求めて」
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日 イ寸 タイトJレ 主催等

2009-07-06 
第羽田特定非営利活動法人 自本医学図書舘協会総会分科会A r機 特定非営利活動法人自
関1)ポジト 1) 本宮学図書舘協会

2009-07-09， 10 平成20年度 CSI委託事業報告交流会(コンテンツ系) NII 

2009-08-04 SPARC Japanセミナー2009第2囲「非営利出版のサステイナゼリティと SPARC Japan 

2009-08-05 ~ 07 平成21年度第 1由学術ポータル担当者冊修「機関1)ポジトリの構築」 NII 

DRF 技;街ワ クショップ(技街と窃究が出会うところは)rWorkshop of DRF，独立行政法人
2009-09-07 Ap誹pli究ca成tio果nofReposをito永ry久I保n合存asしtrてuいctuくre活f動orへeScience and eResearch 物費・材料研究機構

やデータ 向けてj (NMS) 

2009-09-08， 09 RIMS研究集会(第3回 SPARe?Jでap?anE庁セヲミ ミナー2009)r数学における
デジタルライブラリー構築へ向L 究分野間の協調のもとにj

RI斑S，SPARC Japan 

2009-09-09 ~ 11 平成21年度第2巨!学術ポータル担当者研修吋幾関リポジト 1)の構築j NII 

2009-09-17 第4回SPARCJapanセミナ-2∞9(日本動物学会大会)rZSプロジ、エクトについてj SPARC Japan 
2009-09-18 DRF地域ワークショップ(近畿地区)議関リポジト l}(こ関する業務の実務者萌鯵JDRF 

2009-10-02 機関リポジトリアウトプット評鏑プロジェクト合同ワークショップ ROAT， ZS，信州大学

2009-10-03 DRF主題ワークショップ(毘学・看護学) DRF， DRF-Med実行委員会

2009-1 0-07 ~ 10 DRF 技術ワ クショッフ。(invitationonly) DRF 

2009-10-20 Open Access Week (第5国 SPARC実Ja際pa」nセミナー2009) オ プンア
クセスのピジネスモデルと研究者の

SPARC Japan 

2009-10-23 Open Access Week 2009セミナ-r Open Access “Friday & Night" 2009J Open Access Japan 

2009-10-23 
平成21年度宮i崎県大学図書館協議会研修会「学術情報の保存と公開: 宮崎県大学図書舘協議
宮崎のリポジトリから地域・共同リポジトリまで」 会， ShaRe 

2009-10-29， 30 
ワ クショップ小規模大学でのリポジトリシステム構築のノウハウ 慶墜義塾大学メディアセンタ}

rXooNlps Windows版構築のための実践的インストール・トレーニング」 本部， ~~前大学，活水女子大学

2009-11-10 フォーラム rlO年後の図書館と大学J 図書館総合展運営委員会

2009-11-11 第5田 DRFワークショップ r2009年，いま改めて1)ポジトリ」 DRF 

2009-11-11 第6自SPARCJapanセミナー2009rNIH Public Access Policyとは何か」 SPARC Japan 

2009-11…11 r eSciDoc/Fedora: e-Researchのための機関リポジトリの新展開j NIMS 

2009-11-11 「冊子から電子へ:Managing the TransitionJ & r豆MCが1) ドするオープンアクセスJシュプリンガ-.ジャパン

「学街コンテンツのデジタル化と情報利用行動の変化 :SCREAL調査 国干ト忠 着目揃)J会合、， 2009-11…12 
の意義とこれからの大学臨書館」 μ 守μコ同 国同I-lIJ，.!-¥

2009-11-27 
シンポジウム:遺跡資料リポジトリ ー遺跡調査報告書の電子化と利 遺跡資料リポジトリ推

用促進のために一 進 WG

2009-12-03， 04 
DRF International Confer相ence2009 (DRFIC2009): Open Access Repositories 

DRF 
now and in the future -from the global and Asia -Pacific points of view 

2009-12-10 講演会「機関リポジトリの活用と学術コミュニケーション」 大阪府立大学

2009-12-11 第7回 SPARC，Ja電pa子nセミナ…2009r人文系学術誌の現状一機関リポ
ジト 1)，著作権 ジャーナル」

SPARC Japan 

2009-12-17 DRF/Sha豆e地域ワ クショップ(近畿地区)/兵庫県立大学盟書館協議会研究会 D豆F/Share，兵藤県大盟協

2009-12-22 
教育系サブジェクトリポジトリワークショップ オ プンアクセス日寺

東京学芸大学(領域2) 
代の主題サーピス実践のために一

2010-01-07， 08 DRF地域ワ クショップ(東北地毘) D協主議F会，東資北"地大区学大附属学図図書書舘

2010-01-22 
XooNlps研究会 2009関西ワークショップ「班yPCで USBから

XooNlps研究会ほか
XooNlpsを動かし，科研費報告書を登録する」

2010-02-05 第6囲 DRFワークショップ「これまでの 5年間，これからの 5年間J DRF，欝連プロジェクト(共寵)

2010-02-19 DRF地域ワ クショップ(田昌地堅) DRF，高知工科大学

2010-02…19 機関リポジトリ萌修会「リポジト 1)の全体像」 長埼爵際大学，長鵠黒大国語!~か
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注

1) Crow， Raym.“The Case for Institutional Repositories: 

A SPARC Position Paper" ARL Bimonthly Report 223， 

2002.くhttp://www.arl.org/sparclbm-dodir_final_release_

102.pdf>日間自:2010→01-03J 

栗山正光・中井えり子「機関リポジトリ擁護論:SPARC 

声明書J < http://www.tokiwa.ac.jp/-mtkuri/translations/ 

casejor_irjptr.html> [51用日:2010-01-02J 

2) Lynch， Clifford A.“Institutional Repositories: Essen-

tial Infrastructure for Scholarship in the Digital Age" 

ARL: A Bimonthly Report， no.226， 2003.2，1・7.

< http://www. arl. orglresources/ pubs /br /br 226 /br 226 ir. 

shtml> [ヲl用日:201ひ-01…03J

国立情報学研究所による和訳がある。

< http://www.nii.ac.jp/irp/archive/translation/arl/>. [ヲl期

日:2010-04-30J 

3 )罵城孝一「第8章機関リポジトリ」逸村裕・竹内比呂

也編 F変わりゆく大学図書館』勤主主書爵， 2005， p. 102. 

4 )土康俊「学術情報流通の最新の動向:学術雑誌価格と電

子ジャーナ jレの'絡ましい将来J r現代の図書館.l42(1)， 

2004.3， p.3-30. 

5 )オープンアクセスの概略や枠組みについては，下記の文

献が参考になる。

倉田敬子「オープンアクセスとは何かJr'l育報の科学と技

手j.jJ 60 (4)， 2010.4， p. 132-137. 

6) Budapest Open Access Initiative (2002). 

< http://www.soros.org/openaccess/read.shtml>. [51用日:

201ひ-01…12J

7)商業主義的な学手t子情報流通などによる学術コミュニケー

ション不全については，自立掲4)に詳しい。

8) Open DOAR (Directory of Open Access Repositories) 

< http://www.opendoar.org/index.html >.日開日:2010-05 

-13J 

9) ROAR (Registry of Open Access Repositories) 

< http://roar.eprints.orgl?action=browse >. [51用日:2010-

05-13J 

10)時実象オープンアクセスの動向」円育報管理 47(9)，

2004， p.616-624. 

11)尾域孝一 fOAI-PMHをめぐる動向Jrカレントアウェ

アネス 278，2003. 

12)栗山正光「総論学術矯報リポジト 1)J仁情報の科学と技

訴~.l 55(10)，2005.10， p.413-420. 

13)マサチューセッツ工科大学とヒューレット・パッカード

によって開発された。 <http://www.dspace.org/>.[51用日・

2010-01-20J 

14)サウザンプトン大学によって開発された。

< http://www.epr加ts.org/>. [ヲi用日:2010-01-20J 

15)文部科学省研究掠輿馬情報課『学術情報発告に向けた大

土出，呑i毎:日本における学術機関リポジトリの発展過程と現状

学図書館機能の改善について(報告書)J 2003， p.8. ほか

くhttp://wwwsoc.nii.ac.jp/anul/j/ documents/mext/kaizen. 

pdf>.日!用日:2010-04-20J 

16)自立構報学研究所メタデータ・データベース共需構築事

業学術機関リポジトリ構築ソフトウェア実装実験プロ

ジェクト<http://www.nii.ac.jp/metadata/irp/>. [ヲl用日.

2010-04-20J 

17)国立情報学研究所「学術機関リポジトリ構築連携支援事

業J<http://www.nii.ac担/irp/>. [51用日:2010-04-20J 

18)国内の学術機関 1)ポジトリより取得(ハーベスト)した

メタデータを元に，学構機関 1)ポジト 1)の詳細情報および

コンテンツ内容の統計分析情報を提供するシステム。ハー

ベスト対象の学術機関 1)ボジト 1)数，コンテンツ種間内訳

などが表示されるO

IRDBコンテンツ分析システム<http://irdb.nii.ac.jp/analysis 

/index.php>.日l用日:2010-04…20J 

19) 閣 1~4 は， IRDBコンテンツ分析システムより fIR

備率J fコンテンツ増減:過去のコンテンツ数(本文あり )J

のデータをもとにグラフ化。各グラフの項自は国立情報学

長青究所の定める種別に従った。関 3，4ではコンテンツ種

別を一部省略している O

20)上田大輔「第 1章 共i司リポジトリの特徴」共同 1)ポジ

トリプロジェクト (ShaRe)r共同リポジト 1)プロジェクト

報告書:I車内の地域共同リポジトリの分析.l2010.3. 

< http://www.lib.hiroshima-u.ac.jp/share/ seika/ShaReRe 

port.pdf>.日間日:2010-04-19J 

21)冨立情報学研究所 f次世代学術コンテンツ基盤共同構築

事業 学術機関リポジトリ構築連携支援事業;平成20-21

年度委託事業公募要項 p.2.

22) Digital Repository Federation 

くhttp://drf.lib.hokudai.ac.jp/ drflindex. php ?Digital % 20 Re 

pository%20Federation >. [ヲi用日:2010-04-20J 

23)北海道大学，千葉大学，金沢大学 Fデジタルリポジトリ

連合(DRF) 平成18~19年度の活動と今後の展望:国立情

報学研究所次世代学術コンテンツ基接共同構築事業学

術機関 1)ボジトリ構築連携支援事業領域2 f機関リポジ

トリコミュニテイの活性fヒ」活動報告.l2008， p.3. 

< http://drf.lib.hokudai.ac.jp/drflindex. php ?plugin=attach 

&refer=Digital % 20 Repository% 20 Federation &openfile = 

DRFreport. pdf>.日!用日:2010-04-20J 

24)平成18年度から 4年間「機関 1)ポジト 1)の構築」をテー

マとし，学荷機関リポジトリ担当者のための研修を行って

いる。

-留立情報学訴究所教育研修事業 学宇野ポータル担当者冊

{I多くhttp://www.nii.ac却，/hrd/ja/portal/index.html>.日!

照吾:2010-イ04-20J

・カリキュラム及び講義資料/成果物<http://www.nii.ac. 

jp/hrd/ja/portal/result.html >.ヨl用日:2010-04-20J 
25) DRF 第二期活動(平成20~21年度)プロジェクト
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国書館界

<http://drfおb.hokudai.ac.jp/drf/index.php?Projects>. [ヲi

用日:2010-04-18J 

26) rDRF新体制が発足月干IjDRF~ 創刊号， 2010.2. 

< http://drf.lib.hokudai.ac.jp/drf/index. php ?pl ugin口attach

& refer = % E 69も9C % 88% E 5% 88% 8 ADRF & openfile = 
DRFmonthly_1.pdf>. [51用日:201O-04-18J 

「デジタ jレリポジトリ連合 要頃(王子成22年2月5日より施

行)Jくhttp://drf.lib.hokudai.ac.jp/drf/index.php? Article > 

臼向日:2010-04-18J 

27)以下の2つのページに掲載されたイベントのうち圏内関

催のものをまとめた。趣旨は， NIIおよびDRFが「機関

リポジト 1)J に関連したイベントと特断したもの。ただし

いずれもイベント数・内容は2009年12月30日現在で確認。

一部，開催が決定していたが確認時にはホームページに記

載されていなかったものも含む。またイベントの内容は各

開龍元のホームページを参照した。

国立清報学研究所学術機関 1)ポジトリ構築連接支援事業イ

ベント情報 <http://www.nii.ac.jp/irp/eventl>.ヨi用日・
2010-o4-20J 

デジタルリポジトリ連合 イベント開催'情報 <http://drflib.

hol王udai.ac.jp/drf/index.php?Related%20Events>. [51用

日:201O-o4-20J 

28) Digital Repository Federation r公開メ…リングリスト」

< http://drf.lib.hokudai.ac.jp/drf/index.php?Digital%20Re 

pository%20Federation#y50bc593 >. [ヲ開日:2010-05-17J 

29)尾城孝一，杉田茂樹，阿藷品治夫，加藤晃一「日本にお

ける学術機関リポジトリ構築の試み:千葉大学と国立情報

学研究所の事例を中心として」仁情報の科学と技街JJ54(9)， 

2004.9， p.475-482. 

30)阿積品治夫「機関リポジトリを軌道に乗せるため為すべ

き仕事:千葉大学の初期経験を踏まえてJ r情報管理JJ48 

(8)， 2005， p.496-508. 

31)杉田茂樹「北海道大学の“果実"HUSCAPJ rカレント

アウェアネスJJ292， 2007 

< http://cuITent.ndl.go担，/ca1628>.日開日:2010-04-20J 

32)鈴木宏子守葺築5年，運用 2年目の機関リポジト 1):千

葉大学 CURATORの今 r大学臨書館所究 79，2007.3， 

p.9-17. 

33)筑木一郎「図書館は出版者になる:電子ジャーナル出版

支援および大学広報としての京都大学学術清報リポジトリ

事業Jr大学臨書館研究j 85， 2009.3， p.63-73. 

34)大学園書館にかかわる「学街情報政策」と文書上に現れ

る'1害報「発舘」の競念については，以下を参照した。

竹内比呂也「学術情報政策と大学図書館J"臨書館界JJ60 

(5)， 2009.1， p.334-343. 

35)文部科学省科学技術・学術審議会研究計画・評価分科会

情報科学技街委員会デジタル硯究情報基盤ワーキング・グ

ループ f学術情報の流通基盤の充実について(審議のまと

めLIJ2002， p. 1. 
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Vol. 62 No. 2 

<http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gij戸ltu2/

toushin/020401.htm>. [言問日:2010-ぺ04-20J

36)悶上， p.8. 

37)前掲15)，p.3. 

38)科学技術・学術審議会学街分科会研究環境基盤部会学術

情報基盤作業部会 f学術情報基盤の今援の在り方について

(報告)J 2006.3.23. 

39)竹内比呂世「機関リポジトリとデジタル資料の保存J 寄

報管理 48(7)，2005.10，p.462-464. 

竹内比呂告「総論:デジタ jレコンテンツの彼方に圏書舘の

姿を求めて(特集:デジタルコンテンツの進展と図書館)J

F情報の科学と技術 57(9)，2007.9， p.418-422. 

40)倉泊敬子「機関リポジト 1)とは何か(特集:靖報ポータ

ル)J"MediaNetJ 13，2006.10， p.14-17 

< http://www.lib.keio.ac.jp/publication/ medianet/ article/ 

pdflO 1300 140. pdf>.日|用日:2010-04-20J 

41)接塚富士男，栗山正光「国立大学閣書館における電子思

書館プロジェクト:その経緯と現状J "情報の科学と技手f.jJJ 

49 (6)， 1999， p.284-289. 

42)国立情報学研究所「メタデータ・データベース共陪構築

事業(終了しました)J<http://www.nii.ac.jp/metadata/>.ヨl

用日:2010-05-17J 

43) IRDBコンテンツ分析システムでは，全体のデータを「全

イ本」と「本文あり j とに分けている。「全体」と「本文あ

り」との差は「本文j 即ち一次データのないメタデータの

みのコンテンツの存在であり全体」に対する「本文あ

りJ の割合は4分の 3弱となっている O

44) この問題を受け，学術ポータル担当者研修では平成21年

度よりメタデータ概論と登録実習を設けた。また2010年3

月4日には NIIの学術コンテンツ運営・連携本部図書館連

携作業部会ワーキンググループによる ijunii2 ガイドライ

ンj が公開された。

ijunii2ガイドラインJ

< http://www.nii.ac.jp/irp/archive/system/pdfljunii2guide_ 

ver1.0.pdf>.ヨl用日:2010-04-20J 

45) r平成19年度 CSI委託事業報告交流会J"HUSCAP麗芸

部JJ2008.06. 14. < http://blog.livedoor.jp/x822gaz/archives/ 

51946068.html>. [ヲi用日:2010-04-20J 


